Ⅲ　学童期の子どもをもつ保護者を対象にしたプログラム
困ったことへの対処法

Ⅲ-４




対象：学童期の子どもをもつ保護者
時間：６0分程度
	ねらい
	○　子どもをめぐる様々なトラブルに適切に対応することができるよう、その対処法を考え合うとともに、日頃から、保護者・先生・地域住民とのつながりを深めておくことの重要性に気付く。

	実施のポイント
（評価など）
	○　トラブルに対する不安感を軽減することができる。
○　トラブルの対処法の幅を広げることができる。
〇　周囲の協力を得ながら対処しようとする意欲を高めることができる。

	事前準備
	○　あらかじめ４人程度のグループに分かれておく。
〇　筆記用具　　〇ワークシート　　○アンケート用紙（必要に応じて）　　○　３つの約束
〇　資料　　○　油性マーカー　　○　時計（必要に応じて）　　○　名札（必要に応じて）
○　机上札（必要に応じて）　　〇　助言者をお願いできる場合は、事前に打合せをしておく。

	時　間
	学習活動
	学習活動のねらい（◎）とポイント（・）
	準備物

	　　　　　５分導 入

	・ワークの趣旨説明
・３つの約束
・アイスブレイク
（自己紹介）
	・ねらい、流れ等について説明する。
・３つの約束を守るように周知する。
・自己紹介では、保護者や子どもの名前、気がかりなことなどについて話をすることで、悩みを共有しようとする雰囲気づくりをする。
	３つの約束

	15分展 開

	ワーク１


・エピソードの前半を読み、グループで話し合う。
・エピソードの後半を読み、グループで話し合う。
	◎登場人物の心情を想像することで、子どもの立場に立った接し方について考えることをねらいとする。
・エピソードの前半を読み、Aさんの気持ちとどのような声かけをしたらいいかを考え、ワークシートに記入し、グループで話し合う。
・Aさんの気持ちを想像することで、つらい思いをしている子どもに対して、保護者として、どう対応するのが効果的かを考える。
・エピソードの後半を読み、理由を聞いた保護者の気持ちについて、グループで話し合う。
・わが子を大切に思うと同時に、どうすればいいかとまどってしまう保護者の気持ちにふれる。
	ワークシート

	15分

	ワーク２


・ワークシートに書き込んだ内容をもとに、グループで話し合う。
	◎事例への対処法を考えることで、トラブルへの対処法について様々な視点をもてるようにすることをねらいとする。
・あなたならどうするか、チェックをする。チェックは複数選択可とし、複数選択した場合は、順番も考える。
・様々な解決方法があることに気付く。
・子どもが自分でトラブルを解決することを応援するとともに、周囲の協力を得ながら対応することが大切であることに気付く。
・人間関係の親密度により、効果が異なることに気付くことができるようにする。
・資料１を紹介することで、対処法に正解があるわけではなく、その時の状況によって対応を考えていくことが必要であることを伝える。
	ワークシート










資料１の①
資料１の②

	１５分
	・これまでの経験を振り返り、グループ内で共有する。ワーク３

	◎他の場合の対応方法や日頃から必要なことについて考えることで、周囲の協力を得ながら対処する必要性について気付くことをねらいとする。
・グループ内でこれまでの困った経験やそのときの対応方法について共有する。
・他の参加者の話を聞くことで、お互いの困った経験があることや、様々な対応方法があることに気付く。
・周囲の支援が効果的であることと、保護者・先生・地域との日常のつながりが重要であることを確認する。
	

	　　　１０分まとめ

	・感想を記入する。ふりかえり

・発表し合い、共有する。
	◎学習をふりかえり、日頃から心がけておきたいことについて考えることをねらいとする。
・資料２・３を紹介し、みんな悩みをかかえていること、心配せず自信をもって、いざとなったら１人で悩まず、周囲に援助を求めることが大切であることを伝える。
	ワークシート
資料２
資料３





